
  

活躍の現場から
箕面市国際交流員の活動

 ─ 大阪府箕面市人権文化部文化国際室

箕面市とクエルナバカ市の
国際友好親善
箕面市は大阪府の北部に位置し、大阪市内から電車で
約 30分という便利なところにありながら、市の 3分の
2が山というとても自然豊かな住宅都市です。
人口は約13万 9,000人で、
大阪府内 43 市町村中 14 番
目の人口規模です。箕面市の
観光スポットと言えば、箕面
駅から徒歩約 40分の場所に
ある箕面大滝です。日本の滝
百選に選ばれ、「天下の名瀑」
として知られています。
また、約 1,300 年続く勝
尾寺も勝運のお寺として有名です。
箕面市では 1992年から、メキシコのモレロス州クエ
ルナバカ市にあるモレロス州自治大学の学生を研修生と
して受け入れ始めました。この受け入れを契機として、
箕面市とクエルナバカ市は2003年に国際友好都市提携
を結びました。2022年はモレロス大学から箕面研修生
受け入れ開始 30周年にあたり、2023 年はクエルナバ
カ市と国際友好都市提携 20周年にあたります。
研修生は、箕面市滞在中、日本語や日本文化を学び、
ホームステイをしながら市民と交流を図っています。こ
れまでに延べ180人以上の研修生が箕面市を訪れました。

メキシコ出身の
国際交流員（CIR）の活動
箕面市で活躍しているCIR の１人にメキシコ出身の
クラウディアさんがいます。彼女の最初の業務は 2019
年に来日したモレロス大学の４人の研修生のグループを
支援することでした。その際に、日本文化体験などの通
訳をしたり、メキシコの文化を紹介する「メキシコ文化

の夕べ」に一緒に
参加したりするな
ど精力的に活動し
てくれました。
ただ、残念なが
ら2020年以降は
新型コロナウイル
ス感染症の影響で新たな研修生の受け入れができていま
せん。

オンラインイベントの開催
モレロス大学の研修生たちが来日する際は、CIR が主
担当となって、どんな日本体験をしてもらうかを考え、
お寺などに受け入れの依頼、ホストファミリーの募集チ
ラシの作成、ホームステイ期間外の宿泊先の調整まです
べての準備を行っています。
しかしながら、前述のとおり、現在は研修生の受け入
れが中止となっており、対面での交流が思うようにでき
ていません。
そのような中
でも対面での交
流にかえて、継
続して交流する
場を持てるよう
にオンラインで
会話交流と料理
教室の交流イベ
ントを企画から準備まですべてを一手に引き受けて実施
してくれました。

メキシコ文化の発信
箕面市立多文化交流センター内のコムカフェでは、さ
まざまな国籍の市民がシェフとなり、それぞれの国の料
理を作り、提供しています。箕面市に暮らす外国人市民
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オンライン開催「会話交流と料理教室」

メキシコ文化の夕べ

箕面大滝



の社会参加を促
進するとともに、
気軽に交流する
場として、これ
まで 80人を超
える方がシェフ
として活躍して
います。クラウ
ディアさんも年に数回、コムカフェでシェフとしてメキ
シコの食文化を紹介してくれています。

箕面市の観光促進
2019 年以前、箕面市の観光マップは日本語版と英語
版、中国語版、韓国・朝鮮語版しかありませんでした。

そこで、CIR を中
心にモレロス大学の
箕面研修生を含めス
ペイン語圏の方々に
も箕面市の素晴らし
さを伝えることがで
きるように、スペイ

ン語版の観光マップを作成しました。スペイン語圏の
方々が来られる際は、是非手に取ってみてください。気
軽に観光ができると思います。
その他にも 2022 年 3月に在メキシコ日本国大使館

で行われたオンラインフェスティバル「にっぽんまつり」
というイベントにオンラインで出演し、CIR として JET
プログラムについて説明し、加えて箕面市の魅力を紹介
しました。
このにっぽん
まつりでは、日
本・メキシコの
長い友好関係に
ついて、オンラ
インでコンサー
トやワークショップ、日本文化に関するディスカッショ
ンなどが行われました。YouTube で公開されているの
で是非ご覧ください。

２人のCIR で、ともに
箕面市人権文化部文化国際室には、２人のCIR が勤務

しています。メキシコ出身のCIR であるクラウディアさ
んと 2021年 11月にニュージーランドウェリントンか
ら来日したトレースさんです。
２人で協力して、
それぞれの経験を
活かした市役所職
員や市民に向けて
人権セミナーを行
いました。それぞ
れの母国のこれま
での差別や偏見の歴史、日本との教育制度の違いについ
て紹介し、それぞれの国の人権意識の変遷や日本の制度
のよい点や問題点を考えてもらう機会を提供することが
できました。
また、毎月交代で箕面市の「撮れたて箕面ブログ」に、
それぞれの国の素晴らしさを発信しており、重要な仕事
の１つとなって
います。ブログ
の内容は、文化
や料理、芸術な
どさまざまです。
興味のある方は
是非「撮れたて
箕面ブログ」と
検索し読んでみ
てください。
クラウディアさんからは、「今後も、箕面市とクエル
ナバカ市との関係がさらに深まるように、またより多く
の人にメキシコについて知ってもらえるように、メキシ
コのいろいろな魅力を発信していきたいと思っています。
そのためにいろんな仕事にチャレンジできることを楽し
みにしています！」と心強い言葉をいただいています。

おわりに
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、国際交流の
みならず、例年に比べ思うように事業を進めることがで
きない中でも、本市のCIR は箕面市の魅力に惹かれ、ま
た母国の魅力を発信しながら両国の懸け橋としてさまざ
まな活動を進めています。これからも２人のオリジナリ
ティあふれる発想で本市の更なる国際化、インクルーシ
ブな社会づくりに尽力してもらいたいと思います。
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箕面市の 2022年のカレンダー

箕面てくてく散歩マップ

人権セミナー

「撮れたて箕面ブログ」
に掲載されたCIR の記事

オンライン「にっぽんまつり」（2022年）


